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はじめてのリモート研修活動 

「日本女性会議 2020 あいち刈谷」 

 

                               中島みち子 

 

現在は、第 3波と報じられているコロナウイルスですが、振り返れば 2月のクルーズ船

「ダイヤモンドプリンセス号」の報道時はこのような状況になるとは想像していませんで

した。3月各地の学校の変則的な卒業式の報道にも危機感より、関係者の暖かい努力に拍

手を送っていました。町の中での買い占め騒動にも慌てず、変わらない日常生活でした。     

感染拡大を強く意識しながらの暮らしが始まったのは、子どもたちがようやく入学して親

子で学校生活に不安と期待に胸を膨らませている 4/7、「非常事態宣言」と共に全国一斉の

休校の措置がとられてからでした。様々なことが一気に確実に変化しました。コロナパン

デミック、世界的な感染の状況は、オリンピック・パラリンピックを延期させ、行政が主

催する行事は全て中止、公共施設は閉鎖（4/2）、準じて市民活動も停止となり、暮らしを

支える大人の働き方も変化して、以前は当たり前であった会社や事務所などに出かけて行

くのが普通の働き方はテレワークになり、大人も子どもも自宅で長時間を一緒に過ごすと

いう生活様式になり、経験のない暮らしに戸惑いました。 

毎日報道される感染者数が気になる閉塞的な社会空間になってしまいました。6/16 から

施設の利用が再開されましたが、マスク着用や人数制限、手指消毒・検温換気など新たな

生活様式は定着しつつも、これまで通りの活動を続けることは困難な状況となりました。 

このような「定例会を休まず続けること」に意義を見出すという初めての状況のなか、

今年の「日本女性会議 2020 あいち刈谷」はオンラインでの開催が発表されました。コロ

ナ禍の今だから見えてきたジエンダー課題、新たな暮らし方・働き方などが示され私たち

はこのテーマを全員で共有すべきと連絡会全員参加の異例の研修会に取組みました。例年

は活動経験が比較的浅い方を優先的に推薦・参加を実施し、全国的な女性の活動や課題を

学習・共有する大切な研修活動でしたが、今年は連絡会全体として参加、暮らし方が変化

した「コロナ禍の今」だからこそ、急増したジエンダー問題に、全員で取り組めたことは

大変意義深い研修であったと感じています。 

この新たな取り組み、特に IT に弱い私たちをセンター職員の方々が支えて下さったこと

に深く感謝申し上げます。 

今後はこの初めての経験を活かして、ジエンダー平等・多様な性・個性を認め合い「2020

あいち刈谷」のテーマ “かけがえのないわたしを生きる” を忘れず活動を続けたいと

思います。 
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全体会 オープニング・基調講演・記念講演・記念シンポジウム 

 

日本女性会議 2020 11 月 13 日（金） 

10 時 30 分～11時 30 分 

 

基調講演「コロナ禍とジェンダー」上野千鶴子 

報告者：中村洋子・深山キクエ 

  

上野千鶴子さんの講演は、ジェンダーの視点でコロナ禍を分析することから始まりまし

た。非常時には平時の矛盾が拡大・増幅して現れるように、コロナ禍で今まで見えなかっ

た問題がより顕著に見えてきました。第 1は、学校の休校によって、子どもの世話を誰が

するかということ。女性の家事負担が増え、家事や子育てを一手に背負っている現実や、

仕事に大きな影響が出て、仕事を辞めなければならない等です。第 2に、非正規雇用の女

性が 7割を占めるため、賃金格差と失業による女性の貧困が問題になっています。特に、

シングルマザーの家庭貧困はさらに深まり、DV問題も急増しました。これらは、日本社会

において長期にわたり存在している問題であり、弱者への救済ができていないことの現れ

です。東日本大震災の際、被害者全員に経済的救済の手を差し伸べるためには、世帯単位

制から個人単位制にするべきだと叫ばれていたにもかかわらず、それが実現しなかったた

めに、今回も一番救済が必要とされる女性への給付金が届かなかった事例もあります。 

一方で、コロナ禍により、家庭で過ごす時間が増えたために、夫婦間で家庭内の役割分

担を見直すきっかけになり、良い変化も生まれました。昔は職住一致の社会であったのが、

職住分離社会に変化していたところ、テレワークを余儀なくされたために通勤がなくなり

職住混在の社会に戻ったとも言えます。 

また、コロナ禍で世界の女性リーダーの活躍が目立ち、単に男性社会の継承ではなく、

女性の特性を活かしたリーダーシップを発揮することが効果的であることもわかりました。 

日本社会でも女性が政治にかかわっていくことの重要性が示され、強制力のあるクオータ

制導入が必要であることも証明されました。今後超高齢社会になっていくが、能力やスキ

ルが自分になくても他人に助けを求める力があればいいし、「困った、助けて」と言える社

会になればいい。あらゆる分野で女性を増やして、安心して弱者になれる、加齢や介護を

恐れなくてすむ社会に変えていきたいと訴えられました。 

 講演後半、大学生からの質問に答える中で、仕事と家庭両面で自己実現できるようにす

るには夫に交渉して変える力を持つことが大事と語られました。これからの女性は、自ら

の意見を相手に伝える能力を備えることが必要で、主体性と説得力のある自己主張が要求

されることを実感しました。男性と対等であることを女性自身が自覚することが重要なの

ではないでしょうか。 

 上野さんの講演内容は、総合的かつ俯瞰的であり、過去の経験をふまえて現在を分析し

未来につなげる意義深いものでした。私たちは、コロナ禍で経験したことを今後の課題と
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してとらえ、みんなが支え合い思いやることでより良い社会を築いていくことができると

確信しました。 

 

                             

分科会Ｃ 【ＤＶ】だまっとれん！コロナ禍でもＤＶを生み出さない社会へ 

 

2020 年 11 月 13 日（金）13:00-14:30      

報告者：石塚・東海林・中島 

 

分科会 Cは、コロナ禍で顕在化した、典型的な家庭内 D V をドラマ化したアニメの放映

で始まりました。 

次に、『D V 被害からの離脱・回復を支援する〜被害者の「語り」にみる経験プロセス〜』

を昨年上梓した増井香名子さん（新見公立大学講師）が講演しました。増井さんは、D V

被害者をインタビューし、D V を受け始めてから離脱するまでの心身の変化と、辛い心的

外傷を受けた後、被害者がどのように力を取り戻すか、そんな被害者をどのように支援す

べきかを議論しました。 

続いて、愛知県立大学名誉教授の須藤八千代さんが進行する座談会に移りました。パネ

リストの 1人である弁護士は、「お試し相談」に来られる被害者支援の難しさを、人権擁護

委員は、子どもから受ける相談への苦慮を語りました。それを受けた増井さんは、被害者

支援における加害者へのアプローチと、２次被害への懸念を問題提起されました。 

最後に、「人と人との境界線」が損なわれた状態で子どもが被害を受けることから、「人々

の安全安心が守られる社会」の構築が急務であるとの発言をもって、分科会 Cは閉会しま

した。（石塚） 

 増井さんが語られた被害者の自己認識、主体的な自己決定、当事者主義の支援と自尊感

情の回復は、基調講演で上野千鶴子さんが強調した廻りを巻き込む力と自己の尊厳回復と

尊重に重なると思います。 

 私たちの役割は、共感的寄りそう隣人になる事でしようか。座談会でも語られましたが、

今必要なのは、自助、共助、公助、中でも圧倒的に社会的支援の充実であり、法と社会制

度の整備が求められています。（東海林） 

紹介された事象が繰り返されないためには、お互いに助け合うことが出来る柔らかなコ

ミュニケーション、相談できる場を創り合っておくことの重要性を強く思いました。「あそ

こへ行って相談してみようと思える」ような、日常的な信頼関係が築ける場として「目黒

男女平等・共同参画センター」の存在、機能の充実を思いました。（中島） 
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分科会Ｄ 【防災】生き抜く防災ｗｉｔｈコロナ～アウトドアから学ぶ新しい知恵  

                   

2020 年 11 月 13 日（金）15:00-16:30 

報告者 廣橋泰子 山田初子 米田貴子 

 

講 師：あんどう りす（アウトドア防災ガイド） 

テーマ：生き抜く防災 with コロナ～アウトドアから学ぶ新しい知恵～ 

内 容：講師は、阪神大震災の経験とアウトドア体験を通して、社会的弱者とされる女性

や子どもが、災害時に命をつなぐための防災テクをあますところなく披露してく

れた。 

 

①アウトドアでは、暑さ寒さをしのぐ知恵が必要。それには真逆の事をすればよい。薄い

服を重ね着すると空気の層ができて、断熱効果がある。ダウンは雨にぬれると羽がしぼ

んで寒くなる。下着は濡らしてはいけない。濡れにくく、蒸れないものを着る。 

② 車は冬、テントよりも寒くなる。窓にプチプチのビニールを貼ると断熱材の役割をする。 

③リュクサックの詰め方は、重い物を上につめる。重心は上の方が軽く感じる。赤ちゃん

を抱くときも同じで、古武術の技を使うとよい。 

④ 頭を守るため、戦時中は鉄兜や頭巾をかぶったが、今はＬＥＤヘッドライトを装着した

防災ヘルメットを使用する。 

⑤ 水害時の避難は、浸水しないうちに早目の避難が大事。人は足首位の水でも流される。

水圧の怖さを知ること。 

⑥ 日本の避難所は雑魚寝状態で、性暴力も起きている。女性ばかりでなく、男性や子ども、

60 代の人も被害に遭っている。「人道憲章と人道支援に関する最低基準」であるスフィ

ア基準以下と言われている。コロナ対応で 5月に内閣府が指針を出した。密状態は改善

されつつあるが、男女共同参画の視点、性犯罪対策は、まだ不足している。 

⑦ 赤ちゃん用ミルクは粉より液体が良い。液体ミルクはカイロでも温められる。母乳の人

には、安心して授乳できる環境が必要。 

⑧フィンランドは女性閣僚が半数以上いる。リプロの権利が保障されている。ミルクと母

乳を対立関係や義務にしてはならない。 

⑨ 誰ひとりとり残さない防災が大事。クラウドファンディングを活用してお金を集め、ス

ロープを作って車椅子避難ができるようにすると良い。 

⑩ アウトドア避難は自己責任。隣の人を基準にせず、自分で判断しなければならない。警

戒レベル３で避難する。 

感 想：地域でできるワンアクションについて、ゲストの方々の意見交換も参考になった。

公的支援ばかり当てにせず、アウトドアのスキルを身につけて、周りの人と協力し、

災害を乗り越えられると良いと思った。           文責 廣橋泰子 
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分科会Ｇ 【性の多様性】生と性の多様性をみとめあうために 

～教育・企業・行政の立場から～ 

 

2020 年 11 月 14 日（土）10:00-11:30 

報告者：郡、齊藤 

講師：コーディネーター 風間 孝（中京大学 教養教育研究院教授） 

パネリスト：浦田 幸奈（愛知県中学校教員） 

      加藤 聡人（加藤精工株式会社 代表取締役社長） 

      樋口 進（豊明市役所 市民協働課） 

 

風間さん：LGBT の人は学校でのいじめ経験が多く、抑うつなどストレスを感じている。求

職時の困難、職場での差別的言動などは勤続意欲に影響がある。行政では職員

の理解、公営住宅の申し込み、防災時の配慮などへの対策が求められている。 

浦田さん：教員になり、素直に生きようと思い、途中でトランスジェンダーであることを

カミングアウトした。生徒は、何も変わらないよ、との反応。左利きへの配慮

や、誰にも役立つスロープ等と同様に、ともに生きる当たり前の存在として理

解してほしい。 

加藤さん：３年前に LGBT が 7.6％いると知り、取組みを始めた。当事者の社員の協力で、

休暇制度に性別適合手術等を加え、育休は養子も対象に、お祝い金の給付対象

に事実婚、同性婚も認めるなど改善した。多様性を認め合い、人を尊重する職

場づくりをしている。 

樋口さん：市は平成 29年度に「LGBT ともに生きる宣言」をし、啓発事業や、職員、関係

機関等への研修を毎年行っている。また「パートナーシップ宣誓制度」で同性

婚への理解を広げた。すべての市民の人権を尊重する行政をめざしたい。 

 

【感想】 

○性的少数者の苦しみ、自殺の多さ、いじめの対象になりやすい、家族の理解が得にくい、

同性婚がまだ認知されていない、など多くの現状を学びました。 

○誰でも安心安全な暮らしを送れる権利は、誰からも侵すことが出来ない基本的人権だと、

強く認識しました。 

○LGBT 理解と差別解消の取組みは始まったばかりですが、当事者のお話が身近で具体的な

ので参考になりました。 

○企業や行政のトップが多様性を認め、人権尊重の姿勢を持つことが大事だと感じました。 
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男女平等・共同参画センターより 

 

２０２０年は、コロナ禍による大きな変化を受け入れてきました。計画していたことが

予定通り進められず、感染者数を気にしながら行動をするというストレスがたまる日々の

中ですが、今まで気づかなかった気付きを得ることも多かったように思います。 

特に、基調講演で上野先生が、「非常時には平時の矛盾が拡大・増幅して現れる」、とお

っしゃっていたのが印象的でした。長引くコロナ禍において、ＤＶ被害や女性の自殺数の

増加といったニュースも報道されています。そのような中、男女平等・共同参画センター

で何ができるのかが問われているのだと感じています。 

こうした状況を踏まえ、今後とも女性団体の皆様ほか区民の皆様とともに、男女が平等

に共同参画し性の多様性を尊重する社会の実現を目指し、歩を進めていきたいと願ってお

ります。 

                  以  上 

 

 


